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　－緑肥の想い－

りょくひ
　安倍政権は、大企業から政治献金をもら
い労働法制を改悪しています。派遣労働を
一生可能にする法律を成立させ、成果主義
にもとづく残業代ゼロ法案も国会で継続審
議中です。金銭を払えば解雇できる法案も
検討中です。長時間労働の問題でも、政府
内では繁忙期には月100時間の残業を認め
る法案も検討中です。
　私は、派遣労働は通訳など特定の分野に
限り、他の労働法制の改悪には反対し安心
して働ける労働環境を政治がちゃんと作る
べきと考えます。
　またみなさまの職場におかれましては、労
働環境の改善のため春季生活闘争で勝利を
収められますことを祈念申し上げます。
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2／8 神鋼機器工業

湯原俊二は労働問題についてこう考える
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鳥取市議会議員長坂 則翁 境港市議会議員柊  康弘
　鳥取市議会議員として11年目に入りました。
　今日まで精力的に議員活動を行ってきたところです。
　さて、例年、年のはじめには多くの町内会、集落の会長、
区長さんをはじめ役員のみなさまが、行政に対して新年の
あいさつも兼ねて陳情、要請行動を展開されており、私も
事前の手配も含め、その行動に同席させていいただいてい
ます。
　陳情、要請項目は、道路、河川、水田、水路、治山事業、交
通安全施設、鳥獣被害対策、簡易水道問題等、多岐にわた
っています。
　それらさまざまな地域課題について、正面から向き合い、
一つひとつ粘り強く解決に向け努力をしているところです。
　今後とも、それら
地域課題の解決を通
じて市民生活の向上、
安心・安全な地域づ
くりに向け努力をし
ていく所存です。
　みなさまの貴重な
ご意見をお寄せくだ
さい。

　所属する会派の行政視察で神奈川県座間市に伺いま
した。
　座間市では市民にゴミに対して関心を持ってもらおう
と考え、ゴミ収集車を目立つようクリーンセンター現場職
員がデザインした市のマスコットキャラクター「ざまりん」
と、啓発キャラクター「パッカ君」をラッピングして市民か
ら好かれる収集車となっていました。
　また収集車が目立つことでドライバーはより好まれる
よう運転にもこれまで以上に気を使い、その結果、視察に
伺った２月３日時点で無事故1124日を継続しておられま
した。洗車も行き届いていてどの収集車もピカピカに磨か
れており、職員のみなさんの意識の高さもあわせて窺え
た視察となりました。
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※サプライチェーンとは　
　サプライは供給、チェーンは連鎖
の意味。
　製品の原材料が生産されてから消
費者に届くまでの一連の工程のこと。
連合の掲げる「サプライチェーン全
体で生み出した付加価値の適正な
分配の実現」とは、すなわち「公正取
引の実現をはかることが必要」とい
うこと。

写真上／講師：須田総合労働局長写真上／講師：須田総合労働局長

激励にかけつけた
湯原俊二さん
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連合鳥取＆東・中・西部地協facebookを開設！！
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座間市／担当者との意見交換会の様子座間市／担当者との意見交換会の様子
内海中集落のみなさまの行政に
対する陳情・要請行動（2017.1.23）
内海中集落のみなさまの行政に
対する陳情・要請行動（2017.1.23） 座間市パッカー車座間市パッカー車

18.210

働く者・県民生活の底上げを図るために果敢に闘おう！
－2017春闘キックオフ！！－
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介
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◆集会の様子＆アピール等詳しくは連合鳥取ホームページをご確認ください◆

連合鳥取ホームページから
チェックしてください。

コメント
待ってます

！コメント
待ってます

！

※
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■2017春季生活闘争特集■
各地協　産別・単組代表者会議で
　　　　春闘方針＆具体的取り組みを確認

　連合鳥取は2月2日（木）、鳥取県立米子高等学校からの要請で、昨年に引き続き、
「労働法規に関する出前講座（１コマ45分×2, 計90分）」を実施しました。
　当日は、田中穂事務局長と馬場一憲副事務局長が１年生150人を対象に、労働に
ついての基礎知識を身につけてもらおうと、働くことの意味や労働者の権利を説明
しました。
　田中事務局長は、冒頭、「ブラックバイト」の対処方法や、労働法に関する○×クイ
ズで生徒の関心を高め、その後社会人の心構えとして、会社のルールを守り、仕事へ
の積極的な姿勢、そして同じ職場で働く人と協力することが大切であることを伝えま
した。
　さらに、冊子「THE社会人」を利用して、働くときのルール、①働く条件は必ず書面
で確認すること②鳥取県の最低賃金は715円（アルバイト・パートも含む）③労働時
間④有給休暇̶などをわかりやすく説明しました。また、連合鳥取によせられる労働
相談についてもふれ、働くことで困った時には一人で悩まずに信頼のおける人、また
行政の相談窓口に相談することの大切さを強調しました。
　最後は生徒代表から講座への感謝の言葉が伝えられ、出前講座を終えました。

　連合鳥取の東部・中部・西部地域協議会は組合役員と組合員、そして、連合鳥取の推薦議員のみなさんに参加を呼
びかけ、「連合鳥取2017春闘方針」の周知・徹底を図るための「産別・単組代表者会議」を開催しました。各会場とも、

「厳しい闘いが予想される2017春闘だが、納得のいく結果を勝ち取るため組合員が一丸となって取り組む」ことを参加
者全体で確認しました。
　あわせて、中部・西部地協の単組代表者会議では、それぞれの地域の今後の活動（政治活動・メーデー大会など）
についても各地協事務局長が説明を行いました。
　また、中部地協の代表者会議では、中部地域の推薦議員である伊藤保鳥取県議会議員、興治英夫鳥取県議会議
員、福井康夫倉吉市議会
議員から活動報告をいただ
きました。
　西部地協の代表者会議
では、第48回衆議院議員選
挙に連合鳥取が推薦を決
定している「湯原俊二」さん

（元衆議院議員）から激励
のあいさつを受けました。

経営者団体と意見交換会で
　　　　　　　連合鳥取の方針を示す

　連合鳥取は2月8日（水）、鳥取市内で、鳥取県経営者協会と
「2017春季生活闘争」に関して意見交換を行いました。
　本川博孝会長は「2月4日（土）に春闘開始宣言集会を開催し、
事実上春闘がスタートした。本年も4％以上・8,600円以上をめ
ざし、昨年同様月例賃金にこだわる。また、非正規社員も鳥取
県の経済を大きく支えている。非正規社員の労働条件改善にも
取り組む。さらには長時間労働の改善についても春闘のなかで
進めていく。今後も鳥取県の経済発展のため、労使で力を合わ
せていく」と決意を語りました。
　その後、田中穂事務局長から「連合鳥取2017春季生活闘争
方針」について提起し、それを基に意見交換を行いました。まと
めとして、「それぞれの課題を労使で、具体的にどうするか考えていく必要がある。また、働き方改革も、労使で仕事の
やり方を工夫し、経費節減を行い、その経費を人材育成や職場環境にあてる」ことを確認し、最後に、本年も昨年に引き
続き、「働き方改革」など労働環境を取り巻く喫緊の課題をテーマにした労使合同のイベントを行うことを合意しました。

労働相談ダイヤルを3日間（2/9-11）開催
　全国の連合は、①労働契約の更新時期を迎える年度末であ
ること②2018年４月１日から始まる「無期転換ルール」の開始を
目前に控えた「雇止め」などの雇用問題の増加が予想されるこ
と③2017春季生活闘争において、非正規雇用労働者の雇用確
保や適正な処遇の確保に取り組んでいること̶を踏まえて、非
正規雇用をテーマにした「全国一斉労働相談ダイヤル」を実施
しました。
　連合鳥取も事務所に専従役員と産別からの相談対応者が待
機しましたが、大雪
の影響か、当日は電
話がなく、事前ＰＲ
の新聞広告掲載日
直後やそれ以外の
日にパワハラ等に
ついて深刻な相談
がありました。

　女性委員会は、毎年、3月8日の「国際女性デー」にあわせて「学習会」
と「街宣活動」を実施しています。
　本年も2月25日（土）、連合本部より冨高裕子男女平等局長を講師に
迎えての「学習会」と「体験活動」を鳥取県労働会館（鳥取市）において
行い、その後、参加者はイオン鳥取店前に移動して、「3.8国際女性デー
の意義を掲載したチラシ入りのポケットティッシュとラスク」を配布す
る街宣活動を実施しました。
 ・講演テーマ／「男女ともにかがやこう！
　　　　　　　～現代社会から考える３.８国際女性デーの意義～」
 ・体験活動／からだ巡る！好循環体験（ハンドマッサージ）
　　　　　　講師）ポーラザビューティ鳥取叶店　本池マネージャー

“ブラック企業”“ブラックバイト”に泣かされないために！！ー高校出前授業を実施ー

「3.8国際女性デー」をご存知ですか？

“連合春季生活闘争Action2017”より

3月8日は、国際女性デー
3.8国際女性デーとは…

今から160年前、1857年3月8日、ニューヨーク
の被服工場で働く女性達が低賃金・長時間労働に
抗議を行ったことが「3.8国際女性デー」の起源で
あると言われています。
その後1908年3月8日には、女性労働者たちが賃
金改善と労働時間短縮、そして婦人参政権を求めて
「パンとバラ」を掲げ、デモを行いました。
以来、この日は、“女性の政治
的自由と平等のために行動す
る記念日”と位置づけられ、賃
金・労働条件の向上を表す「パ
ン」と、女性の尊厳・人権の確
保を表す「バラ」をシンボル
に、世界各国で様々な行動が
展開されています。

賃金・労働条件・セクハラなど、
職場で不安があれば相談を！

「底上げ・底支え」「格差是正」で「底上げ・底支え」「格差是正」で

を実現しよう！を実現しよう！クラシノソコアゲクラシノソコアゲ
長時間労働撲滅で長時間労働撲滅で

の実現を！の実現を！ハッピーライフハッピーライフ

＜連合鳥取参加役員＞＜連合鳥取参加役員＞

＜連合鳥取＞＜連合鳥取＞ ＜経営者団体＞＜経営者団体＞

全国
一斉

東部地協
2月16日／白兎会館

中部地協
2月15日／倉吉体育文化会館

西部地協
2月14日／米子コンベンションセンター

中央／講師：冨高男女平等局長中央／講師：冨高男女平等局長 イオン鳥取店入り口にてイオン鳥取店入り口にて

学習会
（写真中央）

ご 存知で す か ？

連合のゆるキャラ　ユニオニオン

　前回に引き続き、春季生活闘争Action2017からお
届けするよ。
　「性別や年齢を問わず、すべての働く人が仕事と育
児・介護を両立できる社会＝働くことを軸とする安心
社会」の実現を一緒にめざしていきましょう！「連合鳥取第3次男女平等推進計画㉓

■締切日　201７年4月３日（金）連合鳥取事務局必着
■送付先　連合鳥取　〒680-0847 鳥取市天神町30－5
　TEL）0857-26-6605　FAX）0857-26-6615
　メールアドレス）tottori@tottori.jtuc-rengo.jp
■選　考　第88回鳥取県メーデー大会実行委員会による
　　　　　※ サラリーマン川柳等に類似した作品はご遠慮願います。
■表　彰　【入選】・ 最優秀賞（１点）　賞金２万円
　　　　　　　　・ 優秀賞　（３点）　賞金１万円
　　　　　【佳作】（６点）　　　　　  賞金５千円
☆表彰作品は、当日各会場で配布するメーデーのしおりに記載します。

≪川柳とは≫　季語や切れ字などの制約がなく、口語を使って滑稽・
　　　　　　  風刺・機知などを特色とした五・七・五（１７字）の短詩。

長時間労働の撲滅
　ディーセント・ワークの実現
今こそ 底上げ、底支え、
　　　　格差是正の実現を！
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　2017年1月に改正育児・介護休業法が施行されました。育児分野では、子の看護休暇
の半日単位取得、有期契約労働者の育児休業の取得要件緩和、育児休業等の対象となる
子の範囲拡大などの改正が行われました。
　男性や有期契約労働者の育児休業取得が進まない中、すべての働く人が安心して仕
事と育児を両立できるように、性別や雇用形態に関係なく、育児休業取得等の両立支援
制度が利用できる環境整備に取り組みましょう。

　年間10万人の介護離職などが社会問題となる中、介護分野を中心に育児・介護休業
法が改正されました。
　今後も高齢者人口は増加し、介護ニーズのさらなる増加が推測されています。連合の
調査でも40歳以上の労働者の約6割が近い将来「介護することになる」と想定し、約9割
が介護に不安を抱えています。
　介護経験者では、「仕事を辞めようと思ったことがある」人が約3割にのぼり、安心し
て仕事と介護を両立できる就業環境の整備が必要不可欠です。

すべての働く人が安心して
仕事と育児を両立できる
職場環境を実現しよう！

性別や年代を問わず、介護を
しながら安心して働き続け
られる職場をつくろう！
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募集中募集中第88回鳥取県メーデー大会
4月29日（土）県内3会場で開催
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※現在、各地協で企画中※



体験活動 街宣

れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.3 ２０１７ 年 ３ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１７ 年 ３ 月 １ 日 No.3 （３）

■2017春季生活闘争特集■
各地協　産別・単組代表者会議で
　　　　春闘方針＆具体的取り組みを確認

　連合鳥取は2月2日（木）、鳥取県立米子高等学校からの要請で、昨年に引き続き、
「労働法規に関する出前講座（１コマ45分×2, 計90分）」を実施しました。
　当日は、田中穂事務局長と馬場一憲副事務局長が１年生150人を対象に、労働に
ついての基礎知識を身につけてもらおうと、働くことの意味や労働者の権利を説明
しました。
　田中事務局長は、冒頭、「ブラックバイト」の対処方法や、労働法に関する○×クイ
ズで生徒の関心を高め、その後社会人の心構えとして、会社のルールを守り、仕事へ
の積極的な姿勢、そして同じ職場で働く人と協力することが大切であることを伝えま
した。
　さらに、冊子「THE社会人」を利用して、働くときのルール、①働く条件は必ず書面
で確認すること②鳥取県の最低賃金は715円（アルバイト・パートも含む）③労働時
間④有給休暇̶などをわかりやすく説明しました。また、連合鳥取によせられる労働
相談についてもふれ、働くことで困った時には一人で悩まずに信頼のおける人、また
行政の相談窓口に相談することの大切さを強調しました。
　最後は生徒代表から講座への感謝の言葉が伝えられ、出前講座を終えました。

　連合鳥取の東部・中部・西部地域協議会は組合役員と組合員、そして、連合鳥取の推薦議員のみなさんに参加を呼
びかけ、「連合鳥取2017春闘方針」の周知・徹底を図るための「産別・単組代表者会議」を開催しました。各会場とも、

「厳しい闘いが予想される2017春闘だが、納得のいく結果を勝ち取るため組合員が一丸となって取り組む」ことを参加
者全体で確認しました。
　あわせて、中部・西部地協の単組代表者会議では、それぞれの地域の今後の活動（政治活動・メーデー大会など）
についても各地協事務局長が説明を行いました。
　また、中部地協の代表者会議では、中部地域の推薦議員である伊藤保鳥取県議会議員、興治英夫鳥取県議会議
員、福井康夫倉吉市議会
議員から活動報告をいただ
きました。
　西部地協の代表者会議
では、第48回衆議院議員選
挙に連合鳥取が推薦を決
定している「湯原俊二」さん

（元衆議院議員）から激励
のあいさつを受けました。

経営者団体と意見交換会で
　　　　　　　連合鳥取の方針を示す

　連合鳥取は2月8日（水）、鳥取市内で、鳥取県経営者協会と
「2017春季生活闘争」に関して意見交換を行いました。
　本川博孝会長は「2月4日（土）に春闘開始宣言集会を開催し、
事実上春闘がスタートした。本年も4％以上・8,600円以上をめ
ざし、昨年同様月例賃金にこだわる。また、非正規社員も鳥取
県の経済を大きく支えている。非正規社員の労働条件改善にも
取り組む。さらには長時間労働の改善についても春闘のなかで
進めていく。今後も鳥取県の経済発展のため、労使で力を合わ
せていく」と決意を語りました。
　その後、田中穂事務局長から「連合鳥取2017春季生活闘争
方針」について提起し、それを基に意見交換を行いました。まと
めとして、「それぞれの課題を労使で、具体的にどうするか考えていく必要がある。また、働き方改革も、労使で仕事の
やり方を工夫し、経費節減を行い、その経費を人材育成や職場環境にあてる」ことを確認し、最後に、本年も昨年に引き
続き、「働き方改革」など労働環境を取り巻く喫緊の課題をテーマにした労使合同のイベントを行うことを合意しました。

労働相談ダイヤルを3日間（2/9-11）開催
　全国の連合は、①労働契約の更新時期を迎える年度末であ
ること②2018年４月１日から始まる「無期転換ルール」の開始を
目前に控えた「雇止め」などの雇用問題の増加が予想されるこ
と③2017春季生活闘争において、非正規雇用労働者の雇用確
保や適正な処遇の確保に取り組んでいること̶を踏まえて、非
正規雇用をテーマにした「全国一斉労働相談ダイヤル」を実施
しました。
　連合鳥取も事務所に専従役員と産別からの相談対応者が待
機しましたが、大雪
の影響か、当日は電
話がなく、事前ＰＲ
の新聞広告掲載日
直後やそれ以外の
日にパワハラ等に
ついて深刻な相談
がありました。

　女性委員会は、毎年、3月8日の「国際女性デー」にあわせて「学習会」
と「街宣活動」を実施しています。
　本年も2月25日（土）、連合本部より冨高裕子男女平等局長を講師に
迎えての「学習会」と「体験活動」を鳥取県労働会館（鳥取市）において
行い、その後、参加者はイオン鳥取店前に移動して、「3.8国際女性デー
の意義を掲載したチラシ入りのポケットティッシュとラスク」を配布す
る街宣活動を実施しました。
 ・講演テーマ／「男女ともにかがやこう！
　　　　　　　～現代社会から考える３.８国際女性デーの意義～」
 ・体験活動／からだ巡る！好循環体験（ハンドマッサージ）
　　　　　　講師）ポーラザビューティ鳥取叶店　本池マネージャー

“ブラック企業”“ブラックバイト”に泣かされないために！！ー高校出前授業を実施ー

「3.8国際女性デー」をご存知ですか？

“連合春季生活闘争Action2017”より

3月8日は、国際女性デー
3.8国際女性デーとは…

今から160年前、1857年3月8日、ニューヨーク
の被服工場で働く女性達が低賃金・長時間労働に
抗議を行ったことが「3.8国際女性デー」の起源で
あると言われています。
その後1908年3月8日には、女性労働者たちが賃
金改善と労働時間短縮、そして婦人参政権を求めて
「パンとバラ」を掲げ、デモを行いました。
以来、この日は、“女性の政治
的自由と平等のために行動す
る記念日”と位置づけられ、賃
金・労働条件の向上を表す「パ
ン」と、女性の尊厳・人権の確
保を表す「バラ」をシンボル
に、世界各国で様々な行動が
展開されています。

賃金・労働条件・セクハラなど、
職場で不安があれば相談を！

「底上げ・底支え」「格差是正」で「底上げ・底支え」「格差是正」で

を実現しよう！を実現しよう！クラシノソコアゲクラシノソコアゲ
長時間労働撲滅で長時間労働撲滅で

の実現を！の実現を！ハッピーライフハッピーライフ

＜連合鳥取参加役員＞＜連合鳥取参加役員＞

＜連合鳥取＞＜連合鳥取＞ ＜経営者団体＞＜経営者団体＞

全国
一斉

東部地協
2月16日／白兎会館

中部地協
2月15日／倉吉体育文化会館

西部地協
2月14日／米子コンベンションセンター

中央／講師：冨高男女平等局長中央／講師：冨高男女平等局長 イオン鳥取店入り口にてイオン鳥取店入り口にて

学習会
（写真中央）

ご 存知です か？

連合のゆるキャラ　ユニオニオン

　前回に引き続き、春季生活闘争Action2017からお
届けするよ。
　「性別や年齢を問わず、すべての働く人が仕事と育
児・介護を両立できる社会＝働くことを軸とする安心
社会」の実現を一緒にめざしていきましょう！「連合鳥取第3次男女平等推進計画㉓

■締切日　201７年4月３日（金）連合鳥取事務局必着
■送付先　連合鳥取　〒680-0847 鳥取市天神町30－5
　TEL）0857-26-6605　FAX）0857-26-6615
　メールアドレス）tottori@tottori.jtuc-rengo.jp
■選　考　第88回鳥取県メーデー大会実行委員会による
　　　　　※ サラリーマン川柳等に類似した作品はご遠慮願います。
■表　彰　【入選】・ 最優秀賞（１点）　賞金２万円
　　　　　　　　・ 優秀賞　（３点）　賞金１万円
　　　　　【佳作】（６点）　　　　　  賞金５千円
☆表彰作品は、当日各会場で配布するメーデーのしおりに記載します。

≪川柳とは≫　季語や切れ字などの制約がなく、口語を使って滑稽・
　　　　　　  風刺・機知などを特色とした五・七・五（１７字）の短詩。

長時間労働の撲滅
　ディーセント・ワークの実現
今こそ 底上げ、底支え、
　　　　格差是正の実現を！
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　2017年1月に改正育児・介護休業法が施行されました。育児分野では、子の看護休暇
の半日単位取得、有期契約労働者の育児休業の取得要件緩和、育児休業等の対象となる
子の範囲拡大などの改正が行われました。
　男性や有期契約労働者の育児休業取得が進まない中、すべての働く人が安心して仕
事と育児を両立できるように、性別や雇用形態に関係なく、育児休業取得等の両立支援
制度が利用できる環境整備に取り組みましょう。

　年間10万人の介護離職などが社会問題となる中、介護分野を中心に育児・介護休業
法が改正されました。
　今後も高齢者人口は増加し、介護ニーズのさらなる増加が推測されています。連合の
調査でも40歳以上の労働者の約6割が近い将来「介護することになる」と想定し、約9割
が介護に不安を抱えています。
　介護経験者では、「仕事を辞めようと思ったことがある」人が約3割にのぼり、安心し
て仕事と介護を両立できる就業環境の整備が必要不可欠です。

すべての働く人が安心して
仕事と育児を両立できる
職場環境を実現しよう！

性別や年代を問わず、介護を
しながら安心して働き続け
られる職場をつくろう！
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募集中募集中第88回鳥取県メーデー大会
4月29日（土）県内3会場で開催
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※現在、各地協で企画中※



ＪＡＭ山陰
第18回地方委員会

ＪＡＭ山陰
第18回地方委員会

1／27 望湖楼

ＪＲ西労組米子支部
新春賀詞交歓会

ＪＲ西労組米子支部
新春賀詞交歓会

1/27 米子ワシントンホテル
西部地協街宣西部地協街宣

2／8 ＪＲ米子駅前

電機連合鳥取地協
地域改革フォーラム
電機連合鳥取地協

地域改革フォーラム
2／18 中部教育会館

県職連合・県職労臨時大会県職連合・県職労臨時大会
2／22 まなびタウンとうはく

2017運輸労連
春闘学習会

2017運輸労連
春闘学習会

2／5 米子ﾜｼﾝﾄﾝﾎﾃﾙ湯原俊二
　－緑肥の想い－

りょくひ
　安倍政権は、大企業から政治献金をもら
い労働法制を改悪しています。派遣労働を
一生可能にする法律を成立させ、成果主義
にもとづく残業代ゼロ法案も国会で継続審
議中です。金銭を払えば解雇できる法案も
検討中です。長時間労働の問題でも、政府
内では繁忙期には月100時間の残業を認め
る法案も検討中です。
　私は、派遣労働は通訳など特定の分野に
限り、他の労働法制の改悪には反対し安心
して働ける労働環境を政治がちゃんと作る
べきと考えます。
　またみなさまの職場におかれましては、労
働環境の改善のため春季生活闘争で勝利を
収められますことを祈念申し上げます。

ＪＡＭ神鋼機器
工業労組臨時大会
ＪＡＭ神鋼機器

工業労組臨時大会
2／8 神鋼機器工業

湯原俊二は労働問題についてこう考える

２０１7年3月１日

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
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鳥取市議会議員長坂 則翁 境港市議会議員柊  康弘
　鳥取市議会議員として11年目に入りました。
　今日まで精力的に議員活動を行ってきたところです。
　さて、例年、年のはじめには多くの町内会、集落の会長、
区長さんをはじめ役員のみなさまが、行政に対して新年の
あいさつも兼ねて陳情、要請行動を展開されており、私も
事前の手配も含め、その行動に同席させていいただいてい
ます。
　陳情、要請項目は、道路、河川、水田、水路、治山事業、交
通安全施設、鳥獣被害対策、簡易水道問題等、多岐にわた
っています。
　それらさまざまな地域課題について、正面から向き合い、
一つひとつ粘り強く解決に向け努力をしているところです。
　今後とも、それら
地域課題の解決を通
じて市民生活の向上、
安心・安全な地域づ
くりに向け努力をし
ていく所存です。
　みなさまの貴重な
ご意見をお寄せくだ
さい。

　所属する会派の行政視察で神奈川県座間市に伺いま
した。
　座間市では市民にゴミに対して関心を持ってもらおう
と考え、ゴミ収集車を目立つようクリーンセンター現場職
員がデザインした市のマスコットキャラクター「ざまりん」
と、啓発キャラクター「パッカ君」をラッピングして市民か
ら好かれる収集車となっていました。
　また収集車が目立つことでドライバーはより好まれる
よう運転にもこれまで以上に気を使い、その結果、視察に
伺った２月３日時点で無事故1124日を継続しておられま
した。洗車も行き届いていてどの収集車もピカピカに磨か
れており、職員のみなさんの意識の高さもあわせて窺え
た視察となりました。

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

　
２
月
４
日（
土
）、ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く（
琴
浦
町
）に
約
２
３
０
人（
う
ち
女
性
　

人・参
画
率
　
％
）の
連
合
鳥
取
組
合
員・役
員
が
参
集
し「
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
開
始

宣
言
集
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。集
会
に
は「
連
合
が
春
闘
で
め
ざ
す
こ
と
」を
学
ぶ
と
と

も
に
、「
連
合
鳥
取
２
０
１
７
春
闘
方
針
」の
浸
透
を
図
り
、４
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

実
現
す
る
た
め
、全
単
組
で
要
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　
集
会
は
、連
合
本
部
よ
り
須

田
孝
総
合
労
働
局
長
を
講
師

に
迎
え
、「
連
合
が『
２
０
１

７
春
季
生
活
闘
争
方
針
』で
め

ざ
す
も
の
」と
題
し
、春
闘
の

歴
史
か
ら
行
間
に
あ
る
意
味

ま
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

■
講
演
内
容（
要
旨
）■

　
春
闘
に
お
い
て
賃
上
げ
を

ど
う
す
る
か
。労
働
条
件
を
良

く
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、３
年
〜
５
年
先
の
こ
と
を

考
え
て
２
０
１
７
年
は「
何
を

考
え
て
、何
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
」を
個
別
労
使
も

考
え
て
ほ
し
い
。中
長
期
課
題

は
、
①「
少
子
・
高
齢
社
会
」に

お
け
る
労
働
力
人
口
の
推
移
、

②「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術

改
革
）」に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
③「
経
済
の
自

立
的
成
長
」は
賃
上
げ
な
し
で

行
え
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
　
月
の
消
費
税

の
引
き
上
げ
予
定
に
向
け
、企

業
も
家
計
も
体
力
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。今
春
闘
で
の
賃

上
げ
に
よ
り
消
費
を
拡
大
し

て
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。中
小
企
業
の『
底
上
げ
・
底

支
え
』、『
格
差
是
正
』を
進
め

る
に
は
、公
正
取
引
と
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、

社
会
全
体
で
商
慣
行
を
改
善

し
て
、 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
と
し
て
賃
上
げ
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、『
同
一
労
働
同
一
賃

金
』は
以
前
よ
り
連
合
が
主

張
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）が
提
示

さ
れ
た
が
い
く
つ
か
問
題
が

あ
る
。中
小
企
業
で
賃
金
制

度
を
確
立
し
て
い
な
い
企
業

が
正
規
・
非
正
規
の
両
方
を

雇
っ
て
い
た
場
合
致
命
的
と

な
る
の
で
、法
律
の
施
行
ま

で
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
続
い
て
、田
中
穂
事
務
局
長

が「
す
べ
て
の
単
組
が
要
求
書

を
提
出
し
て
、月
例
賃
金
の
引

き
上
げ
に
こ
だ
わ
っ
て
４
年

連
続
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る

※サプライチェーンとは　
　サプライは供給、チェーンは連鎖
の意味。
　製品の原材料が生産されてから消
費者に届くまでの一連の工程のこと。
連合の掲げる「サプライチェーン全
体で生み出した付加価値の適正な
分配の実現」とは、すなわち「公正取
引の実現をはかることが必要」とい
うこと。

写真上／講師：須田総合労働局長写真上／講師：須田総合労働局長

激励にかけつけた
湯原俊二さん

こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
た

い
」と
連
合
鳥
取
２
０
１
７
春

闘
方
針
の
提
起
と
決
意
を
述

べ
、参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま

し
た
。

連合鳥取＆東・中・西部地協facebookを開設！！
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座間市／担当者との意見交換会の様子座間市／担当者との意見交換会の様子
内海中集落のみなさまの行政に
対する陳情・要請行動（2017.1.23）
内海中集落のみなさまの行政に
対する陳情・要請行動（2017.1.23） 座間市パッカー車座間市パッカー車

18.210

働く者・県民生活の底上げを図るために果敢に闘おう！
－2017春闘キックオフ！！－

民
進
党
は「
子
育

て
」、「
教
育
」、

「
年
金
」、「
介
護
」

な
ど
国
民
生
活

に
直
結
す
る
政

策
を
中
心
に
考

え
て
い
ま
す
。

生
活
者
・
働
く
人
の

環
境
を
良
く
す
る

た
め
の
政
治
に
変

え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
こ
こ
数
年
、新
規
採
用
で
若
い
組

合
員
が
入
っ
て
き
て
組
合
の
雰
囲

気
も
少
し
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す

▼
自
分
が
年
取
っ
た
せ
い
か
と
思
い

つつ
、組
合
の
役
員
に
な
って
何
年
経

つ
か
と
考
え
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。振
り
返
る
と
　
年
間
役
員

を
し
て
、そ
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
▼
現

職
と
し
て
今
の
課
題
に
対
し
て
取

り
組
む
べ
き
事
が
最
優
先
な
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
が
、最
近
は
、自

分
の
今
ま
で
の
経
験
、知
識
を
ど
の

よ
う
に
こ
れ
か
ら
組
合
を
担
う
若

い
方
に
引
き
継
げ
る
か
、同
時
に
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。他
の
現
職
役
員

に
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
・・・
！
▼
連
合
・
産
別
と
も
こ
れ

か
ら
組
合
を
担
う
役
員
の
育
成
の

取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、大
変

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。若
い

方
々
の
行
動
力
・
発
想
は
組
合
活

動
に
お
い
て
は
大
変
貴
重
な
財
産

で
す
。そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
の
組
合
発
展
の
た
め
、役
員

育
成
等
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
の
ひ
と
つ

だ
と
考
え
ま
す
。

　  （
じ
い
さ
ん
）

16

鳥取県労働･福祉事業四団体合同研修会

日
時
／
3
月

　日（
金
）

　
　
　
　時

　分
〜

　時

　分

場
所
／
全
労
済
鳥
取
県
本
部（
鳥
取
市
）

内
容
／

　講
演

　「
歴
史
に
学
び
、連
帯
・
協
同
の

　
　
　
　社
会
の
た
め
に

　

  

職
域
地
域
で
労
働
者
自
主
福
祉

　

  

運
動
の
前
進
に
向
け
て（
仮
称
）」

　
　
　講
師
／

　山
本
幸
司
さ
ん

　

　
　
　
　
　
　（
中
央
労
福
協
参
与
）
　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　産
別
を
通
じ
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す

　参
加
者
に
は
昼
食
弁
当
を
準
備
し
ま
す

10

3024

12

00
◆集会の様子＆アピール等詳しくは連合鳥取ホームページをご確認ください◆

連合鳥取ホームページから
チェックしてください。

コメント
待ってます

！コメント
待ってます

！

※


